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　いなわしろ”ブラ・６・地産”メールマガジン　　　　　　　　　第１号

　猪苗代町農村集落・地域産業等活性化ＭＭ　　　平成２６年 ７ 月 １ 日

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
　
　
☆☆☆　ごあいさつ　☆☆☆

　■　はじめまして！！
　　この度、猪苗代町農村集落・地域産業等活性化メールマガジン「いなわしろ”ブラ・
　６・地産”メールマガジン」を創刊することとなりました。このメールマガジンは、風
　通し良く気軽に活用できるメールマガジンを目指しています。
　　「農業を基軸とした地域産業の秘めた力は無限大！！」をキーワードに農村集落・地
　域産業等の活性化を目指し、農産物等のブランド化や地域産業の６次産業化（農商工連
　携）、地産地消（食糧自給　率向上）のお題目を掲げ、さまざまな皆さんのマッチング
　のお手伝いを出来れば良いなぁ～と考えています。
　　ですので、国・県の補助事業などの難しい？？情報から、○○集落で「トマト」がた
　くさん収穫される予定ですなどの、身近で新鮮な情報まで取り扱うメールマガジンを目
　指しています。
　　ぜひ、このメールマガジンを読むだけでなく、身近な情報の提供から、このメールマ
　ガジンを切っ掛けとした取り組みの情報まで、皆さんからの情報も「喉から手が出るほ
　ど」募集しております。
　　と言うことで、皆さん、一緒に”ブラ・６・地産”しましょう！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
　
　
☆☆☆　お知らせ　☆☆☆

　■　軽トラック市－開催のお知らせ。
　　　町内での地産地消を積極的に展開するため、下記の内容で「軽トラック市」を開催
　　します。
　　　町内の個人の農業者さんや農業者のグループさん達が一生懸命に作った新鮮野菜等
　　の即売会です。
　　　ぜひ、地域の新鮮な野菜達を食べてみませんか。
　　　日　　時：平成２６年７月１３日（日）　午前９時～正午
　　　　　　　　※野菜等の商品がなくなり次第、終了となりますので、ご注意下さい。
　　　会　　場：猪苗代町役場東側駐車場（農村環境改善センター脇）
　　　出品予定
　　　野 菜 等：キュウリ、ナス、キャベツ、ジャガイモ、ピーマン、タマネギ、枝豆、
　　　　　　　　カボチャ、ニンニク、トルコギキョウ（花）、アスター（花）など
　　　そ の 他：軽トラック市への問い合わせや出店希望につきましては、町農林課農業
　　　　　　　　振興係までご連絡下さい。
　　　　※TEL : 0242-62-2116　FAX : 0242-62-5175
        　E-mail : nousei@town.inawashiro.fukushima.jp

　■　（仮称）道の駅猪苗代「農産物直売コーナー」出荷者を募集
　　　平成２８年度にオープンする「（仮称）道の駅猪苗代」。中でも「農産物直売コー
　　ナー」は、道の駅の売りのひとつです。
　　　そこで、直売コーナーへの出荷希望者説明会を開催し、販売物の出荷基準・品質、
　　表示方法、その他、出荷にあたり必要な事項を説明いたします。出荷を検討されてい
　　る方は、是非ご参加ください。
　　　日　　時：平成２６年７月１０日（木） 午後７時～
　　　会　　場：猪苗代町農村環境改善センター３階　営農相談室
　　詳しくは、下記のホームページアドレスをご覧下さい。



　　　http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-23-5192.html

　■　福島県農業会議より６次産業化事例集（冊子）
　　「Ｈａｒｖｅｓｔ　Ｖｏｌ．３」が町農林課へ届きました。
　　会員等の皆様で配布を希望される方は、町農林課まで受け取りにお越し下さい。
　　なお、冊子の数に限りがありますので、お早めにお越し下さい。
　
　
☆☆☆　町内農産物・加工品等生産情報　☆☆☆

　■　提供情報は、ございません。
　　　※このコーナーでは、町内の農業者の皆さんや町内産農産物を使用した加工品等を
　　　　生産している皆さんからの生産情報を掲載します。
　　　　・○○集落の農業者の○○ですが、「キャベツ」出来たので活用しませんか？？
　　　　　とか、○○商店街の○○豆腐屋ですが、地元産「あやこがね」大豆を原料に使
　　　　　った絹ごし豆腐を作りましたので、活用しませんか？？などの情報を掲載しま
　　　　　すので、お気軽に情報を町農林課農業振興係まで提供下さい。
　
　
☆☆☆　町内農産物・加工品等活用情報　☆☆☆

　■　提供情報は、ございません。
　　　※このコーナーでは、猪苗代町産農産物を活用して、新たな加工品の製作に取り組
　　　　む皆さんや、猪苗代町産農産物を飲食店等で提供する料理の材料に活用したい皆
　　　　さんなどからの活用情報を掲載します。
　　　　・○○地区の○○ペンションですが、認定生産者により生産された「いなわしろ
　　　　　天のつぶ」を宿泊者の皆さんへ当ペンションで提供したいので、契約栽培して
　　　　　いただける農業者さんを募集しますとか、○○商店街の○○蕎麦加工所ですが
　　　　　、地元産のそばを活用した新商品を開発したいので、当加工所と一緒にそばに
　　　　　取り組んでいただける方はいませんか？？などの情報を掲載しますので、お気
　　　　　軽に情報を町農林課農業振興係まで提供下さい。
　
　
☆☆☆　６次産業化・地産地消・グリーンツーリズム等活用情報　☆☆☆

　■　提供情報は、ございません。
　　　※このコーナーは、町内で６次産業化（農商工連携）や地産地消（食料自給率向上
　　　　）、グリーンツーリズム（体験農業）の取り組みの取り組みなど、メールマガジ
　　　　ン会員の皆さんかた提供いただいた活動・活躍の情報を、事務局にて選ばせてい
　　　　ただき掲載します。
　　　　・○○集落では、東京都○○市の皆さんをお迎えして体験農業を実施しました。
　　　　　今後もグリーンツーリズムの受け入れをしますので、何かありましたらご連絡
　　　　　下さい。とか・・・。この度、○○集落の農業生産法人で６次産業化の取り組
　　　　　みとして味噌加工所を整備し、今後、本格的に味噌の生産を開始します。など
　　　　　の情報を掲載しますので、お気軽に情報を町農林課農業振興係まで提供下さい
　　　　　。
　
　
☆☆☆　会員活動・マッチング情報　☆☆☆

　■　提供情報は、ございません。
　　　※このコーナーは、このメールマガジンが切っ掛けになった。農業者さんと加工業
　　　　者さんの加工商品生産の取り組み紹介や、紹介補助事業等を使った取り組みなど
　　　　、メールマガジン会員の皆さんかた提供いただいた活動・活躍の情報を、事務局
　　　　にて選ばせていただき掲載します。単なる宣伝・ＣＭはダメですよっ！！
　　　　・○○集落の○○さんが生産した「大豆（あやこがね）」を、○○商店街の○○
　　　　　納豆屋さんが加工し、「猪苗代産大豆１００％・ピカピカ納豆」として新発売
　　　　　！！○○納豆屋さんの店頭はもちろん、○○スーパーや道の駅でも買えます。



　　　　　などの情報を掲載しますので、お気軽に情報を町農林課農業振興係まで提供下
　　　　　さい。
　
　
☆☆☆　町農産物等ブランド化推進委員会情報　☆☆☆

　★★　健康いなわしろブランド化推進事業情報　★★

　■　２月２０日（木）「健康一番等ブランド化推進部会」並びに３月２８日（金）「猪
　　苗代町農産物等ブランド化推進委員会」を開催し、当事業の名称並びに基本方針等の
　　変更が承認することが決定されました。
　　【変更内容】名称：健康一番町ブランド化推進事業（旧）
　　　　　　　　　　　健康いなわしろブランド化推進事業（新）
　　　　　　　　　　　※基本方針等の変更につきましては、町農林課までお問い合わせ
　　　　　　　　　　　　下さい。
　　※今後の予定
　　　ブランド化取り組み用、冊子等の作成。

　★★　米のブランド化推進事業情報　★★
　
　■　平成２５年度より事業が進んでおり、現在までに猪苗代産米の名称を決定「いなわ
　　しろ天のつぶ」「いなわしろひとめぼれ」。
　　　イメージキャラクターとして「いなな（稲姫舞湖・いなひめまいこ）」、「なえな
　　（苗姫鏡美・なえひめかがみ）」「つぶぶ（蛍粒太郎・ほたるつぶたろう）」決定。
　　　ロゴマークなどを決定。
　　　ＰＲ・販売促進用のグッズデザイン・製品完成。
　　　「いなわしろ天のつぶ」認定生産者及び認定店制度の暫定運用開始。
　　※今後の予定
　　　「いなわしろ天のつぶ」の栽培歴の検討・作成。
　　　「いなわしろ天のつぶ」認定生産者及び認定店制度の正式運用開始。
　　　販路開拓等。
　　　http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-23-4548.html
　　　http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-23-4549.html
　　　http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-23-4693.html
　　　http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-23-4694.html

　★★　蕎麦のブランド化推進事業情報　★★

　■　３月２０日（木）「蕎麦のブランド化推進部会」並びに３月２８日（金）「猪苗代
　　町農産物等ブランド化推進委員会」を開催し、当事業を推進することが決定されまし
　　た。
　　※今後の予定
　　　猪苗代町産そば（猪苗代在来種そば）の通称名の決定等。

　※猪苗代町では、猪苗代町農産物ブランド化推進委員会を立ち上げ、猪苗代産農産物等
　　のブランド化事業を展開しております。
　　現在、猪苗代町産農産物・加工品等全体イメージのブランド化としての「健康いなわ
　　しろブランド化推進事業」。福島県オリジナル品種「天のつぶ」を主力とした猪苗代
　　産米のブランド化を進めている「米のブランド化推進事業」。猪苗代産そば（猪苗代
　　在来種）を高品質化し選ばれる商品にするための「蕎麦のブランド化推進事業」の３
　　事業をメインに取り組んでおります。

　　「ブランド化」について、詳しくは町農林課までお問い合わせ下さい。
　　　※TEL : 0242-62-2116　FAX : 0242-62-5175
        E-mail : nousei@town.inawashiro.fukushima.jp
　
　
☆☆☆　国・県等情報　☆☆☆



　★★　国情報　★★

  ■　平成２６年度ＴＯＨＯＫＵ地域ブランド創成支援事業のご案内
　　東北経済産業局では、地域団体商標等の制度普及を図るとともに、東北各県での商標
　権等を活用した新たな地域ブランドの創成とブランド化の促進を図ることを目的として
　、東北ならではの地域資源（農産物・海産物、特産品、歴史、文化、観光地等）を活用
　した地域の産品・商品等のブランド化を支援する「平成26年度TOHOKU地域ブランド創成
　支援事業」を実施いたします。
　　そこで、本事業における「ビジネスマッチ東北2014」への出展団体と、支援人材の派
　遣による集中支援の対象団体を募集いたします。
　【事業概要】 
　　「ビジネスマッチ東北2014」に「TOHOKU地域ブランド創成」ブースを出展（出展ジャ
　　ンル「食と農」）し、地域団体商標等の一般への制度普及と理解向上を図るとともに
　　、商標権等を取得している食品系商品を扱っている団体及びその商品の知名度ＵＰと
　　販路拡大を支援します。
　詳しくは、下記のホームページをご覧下さい。
　　http://www.tohoku.meti.go.jp/2004_tokkyo/topics/140613.html

　■　初心者向け知的財産権制度説明会２０１４
　　これから知的財産権を学びたい方、企業等において知財部門に新しく配属された方な
　どの初心者を対象として、特許庁の産業財産権専門官が、知的財産権制度の概要を中心
　に、各種支援策や地域におけるサービス等を分かりやすく丁寧に御説明いたします。
　　参加費は無料で、参加者には特許庁作成のテキストを無料配布しておりますので、こ
　の機会に奮って御参加ください。
　　※事前申込み制になります。
　　○福島県会場
　　　期　日：平成２６年７月１８日（金）１３時３０分～１７時００分
　　　場　所：ビッグパレットふくしま（３階中会議室Ｂ（南））
　　　詳しくは、下記のホームページをご覧下さい。
　　　http://www.jpo.go.jp/torikumi/ibento/ibento2/h26_beginner.htm
　
　
　★★　県情報　★★

  ■　「ふくしま・地域産業６次化イノベーターバンク活用事業」について
　　　（１）趣旨
　　　　　県では、農林水産業が東日本大震災及び原子力災害からの復興を果たすため、
　　　　新たな産業を創出する地域産業の６次化を促進し、農林漁業者等の所得の向上と
　　　　雇用の確保を図っています。ふくしま・地域産業６次化戦略（平成22年3月策
定）
　　　　に基づき、本県地域産業の６次化を力強く推進するため、農林漁業者等のマーケ
　　　　ットインの志向に基づく商品開発、ビジネスモデルの課題解決、販売戦略の再構
　　　　築等の革新を支援する専門家を登録し、派遣を行う「ふくしま・地域産業６次化
　　　　イノベーターバンク活用事業」を実施しています。
　　　（２）対象
　　　　県内において県産農林水産物を活用して地域産業６次化に取り組む農林漁業者等
　　　（３）事業の内容
　　　　地域産業６次化に取り組む農林漁業者等が抱える課題等に対し、助言、指導を行
　　　う専門家を派遣する。
　　　　専門家の支援内容は以下のとおりです。
　　　　（ア）　ビジネスプランナー
　　　　　地域産業６次化の新たな事業計画の作成や販売戦略の構築を支援するともに、
　　　　地域産業６次化の取組みの課題に対する解決方法を提案する。
　　　　（イ）　プロダクトデザイナー
　　　　　商品のストーリー作りやパッケージ及びネーミングデザイン、ＰＯＰの作成等
　　　　、新商品開発や商品改良を支援する。
　　　　（ウ）　セールスアドバイザー



　　　　　販売戦略に基づく営業戦略の構築と営業テクニックの指導、展示会等での商談
　　　　や流通バイヤーへの商品提案を支援する。
　　　（４）　支援回数
　　　　（ア）　活動支援のための派遣活動は５回まで。ただし、１回当たりの活動時間
　　　　　　　は４時間以内とする。
　　　　（イ）　事後支援のための派遣活動は３回まで。ただし、１回当たりの活動時間
　　　　　　　は４時間以内とする。
　　　　（ウ）　電話相談及び書類作成補助は１０時間までとする。
　　　※申請書のダウンロード等詳細につきましては、下記HPをご確認下さい。
　　　　http://www.6jika.com/news/n1/3369.html

　■　ふくしま・地域産業６次化復興支援事業の募集
　　　　ふくしま・地域産業６次化推進協議会において、農林漁業者等の６次化創業支援
　　　や、新商品の開発・販売などの支援を目的として標記補助金交付事業が実施されま
　　　すのでお知らせいたします。
　　　１　募集期間
　　　　平成２６年５月２０日（火）から１０月３１日（金）まで（当日消印有効）
　　　　※第２次受付分の締切は８月２９日（金）
　　　２　対象者
　　　（１）６次産業化創業サポート事業
　　　　　福島県内に本拠を置く農林漁業者等
　　　（２）地域産業６次化新商品加工支援事業
　　　　　福島県内に本拠を置く農林漁業者等で、法人格を有する者
　　　　※「農林漁業者等」とは、農業者、林業者若しくは漁業者又は県産農林水産資源
　　　　　を活用した商品、サービスの提供を行う者をいいます。
　　　３　対象事業
　　　　次の事業を対象とします。
　　　（１）６次産業化創業サポート事業
　　　　　農林漁業者等が異業種における事業展開を図るために、資格取得や新商品・新
　　　　サービスの開発、販路開拓等を行う事業
　　　　１　新たな技術の習得等のため専門家による指導・助言等を受ける事業
　　　　２　異業種における事業展開に役立てる資格を取得する事業
　　　　３　経営力強化、６次産業化を図り企業化を行う事業
　　　　４　福島県産農林水産物を活用した新商品の開発に必要な試作やパッケージデザ
　　　　　イン開発等を行う事業
　　　　５　新商品・新サービスの販路開拓のための商談会等への出展を行う事業
　　　（２）地域産業６次化新商品加工支援事業
　　　　　福島県産農林水産物を活用した新商品・新サービス、新技術の開発のために必
　　　　要な機械・施設を整備する事業
　　　４　申請先
　　　　　〒９６０－８６７０　福島市杉妻町２－１６（福島県農産物流通課内）　　
　　　　　　ふくしま・地域産業６次化推進協議会　担当：佐藤
　　　　　　電話：０２４－５２１－８０４１　ＦＡＸ：０２４－５２１－７９４２
　　　　　　電子メール：ryutsu.aff@pref.fukushima.jp
　　　５　申請様式
　　　　　下記「ふくしま６次化情報ステーション」ホームページよりダウンロードして
　　　　下さい。
　　　　　事業詳細につきましても、同ホームページを併せてご確認下さい
　　　　　http://www.6jika.com/news/n1/3182.html

　■平成２６年度第２回農林水産業再生セミナーの開催

　　　標記セミナーについて福島県農林水産部の主催により、下記のとおり開催されます
　　のでお知らせいたします。
　　　６次化に取り組む皆様におかれましては、是非ご参加ください。
　　１　趣　旨
　　　　本県農林水産業・農山漁村が東日本大震災及び原子力災害を乗り越え、将来を担
　　　う子供達に「食」と「ふるさと」をしっかり引き継いでいくため、県民一体となっ



　　　て「ふくしまから はじめよう｡『食』と『ふるさと』新生運動」（以下、「新生運
　　　動」とする）に取り組んでいるところである。
　　　　一方、国では「攻めの農林水産業」を掲げ、農林水産業の成長産業化を図り地域
　　　経済を活性化し、雇用と所得を増やしていく農政改革に取り組んでいる。
　　　　こうした状況を踏まえつつ、「新生運動」の４つの柱に位置付ける「生産再生運
　　　動」の平成26年度の展開にあたっては、農林漁業者が夢のもてる農林水産業の実現
　　　に向けて、農林水産業の生産性の向上と農林漁業者の所得増加のため、研修会を数
　　　回にわたり継続して開催していく。
　　　　第２回は、「６次化商品を含む県産食品の製造工程における徹底した安全・品質
　　　管理による需要の拡大」をテーマとして研修会を開催する。
　　２　期　日：平成２６年７月１１日（金）１３時１５分～１６時００分
　　３　場　所：杉妻会館　４階　牡丹（福島市杉妻町3－45）
　　４　参集者
　　　　地域産業６次化地方ネットワーク会員、地域産業６次化に関心のある方
　　　　新生運動推進本部・地方本部構成機関・団体
　　　　福島地域産業６次化推進協議会構成機関・団体　など100名程度
　　５　内　容
　　　　「６次化商品を含む県産食品の製造工程における徹底した安全・品質管理による
　　　需要の拡大」をテーマとして、農林水産省と日本貿易振興機構から、講演をいただ
　　　き、意見交換を行う。
　　　（１）安全・安心を確保する取組による福島県の農林水産業の再生について（仮）
　　　　　　講師: 農林水産省　大臣官房審議官　櫻庭英悦　氏　※予定
　　　（２）食品製造工程における衛生管理手法（ＨＡＣＣＰ）の導入について（仮）
　　　　　　講師: 農林水産省　食品産業局　企画課
　　　（３）食品の輸出の現状及び課題について（仮）
　　　　　　講師:日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）　※予定
　　※【ＨＡＣＣＰ】
　　　食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生する恐れのある微生物汚染等の危害を
　　　あらかじめ分析（ Hazard Analysis  ）し、その結果に基づいて、製造工程のどの
　　　段階でどのような対策を講じればより安全な製品を得ることができるかという重要
　　　管理点（ Critical Control Point ）を定め、これを連続的に監視することにより
　　　製品の安全を確保する衛生管理の手法。

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊

　事務局のつぶやき。。。

　　自治体が発行しているメールマガジンと言うことで、お堅い！！イメージ
　がどうしても付きまとってしまいがちですが、出来るだけ風通し良く気軽に
　地域の接着剤や推進燃料になれるように願っての創刊となりました。
　　世の中やまわりを見れば「ＴＰＰ」だの「米の生産調整（計画生産）の終
　了」だの、「デフレ」「暗黒の○○年」「震災」「原発事故」とあまりワク
　ワクするような話がない、今日この頃ですが・・・。
　　だからこそ、猪苗代町から皆が元気になれるような情報を発信出来るよう
　に、一緒にがんばりましょう！！
　　まだまだ、始まったばかりのひよっ子メールマガジンですが、今後とも、
　宜しくお願いします。もちろん、”ブラ・６・地産”の情報もたくさんお待
　ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小板橋）

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

　　　　　　　　　　現在の会員数は、１４名です。

※会員数が多くなればなるほど、農村集落・地域産業等の活性化の力は大きく
　なります。ぜひ、会員数が多くなるように、ご近所や取引先、お友達などの
　皆さんに、当メールマガジンをご紹介下さい。



■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  ○　”ブラ・６・地産”メールマガジンへのご意見・ご要望をお待ちして
　　おります。
　  お問い合わせ先：猪苗代町農林課農業振興係
　　　※TEL : 0242-62-2116　FAX : 0242-62-5175
        E-mail : nousei@town.inawashiro.fukushima.jp

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

  ○  配信停止（解除）や、会員情報の変更は書面により手続きが必要です
    ので、猪苗代町農林課農業振興係までご連絡下さい。
　　　※TEL : 0242-62-2116　FAX : 0242-62-5175
        E-mail : nousei@town.inawashiro.fukushima.jp

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

　○  ”ブラ・６・地産”メールマガジンのバックナンバーは、こちらから。
　　⇒ http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/******/

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■


